
 

 

 

 

 

 

 

 

授業でみんなの力を着けるために先生たちが研究していること 
～令和７年 あけましておめでとうございます  校長講話より～ 校 長  竹 内  斉 
「乙巳(きのと・み)の年」が始まりました。災害や事故から始まった昨年と異なり、穏や

かな気持ちで新年を迎えることができましたことに感謝申

し上げます。乙巳の年は、「抵抗があっても屈することな

く、改めることは改めて、前に進む年」だそうです。 

教育界も変革の時期ですが、常に「本質」は何かという

ことを頭に置きながら、前進していく学校でありたいと考

えております。本年もどうぞよろしくお願いいたします。  【三中校舎も冬の寒さに耐えています】 
 

さて、１月１４日の１、２年生対象の校長講話では、「東根三中の先生方が授業で研究し

ていること」というテーマで話をしました。本校では今年度、「個別最適な学び・協働的な

学びを通した確かな学力の育成～学びに向かう力の向上を目指して～」というテーマで学

校研究に取り組んでいます。生徒の皆さんが分かりやすい言葉に変換すると、「目指してい

ることは、生徒のみんなが自分から、自分の学力を伸ばしたい(伸ばし続けたい)と思うよう

になって欲しいということ。そのために、一人一人にあった学習方法や、仲間と一緒に勉

強する方法がうまくできるように工夫して、しっかりした学力を育てていく」というもの

です。この「学びに向かう力」とは、通知表の各教科の評価項目の３つ目である「主体的

に学習に取り組む態度」と同一のものです。この力は、文部科学省のガイドラインでは、

次の２つの面から評価することとなっています。(わかりやすい言葉で言い換えています。) 
１．粘り強い頑張りをしているか                    

・繰り返し、何度でも、わかる!!できる!!と言えるまで取り組んでいる。 

・難しい課題をあきらめずに考え続けている。そして、解決している。 

・わからないならば、わかるまで（できるまで）先生や仲間に質問する。 

2．自分で学習方法を調整しているか 

・この方法でいいのか常に考え、より良い方法を探っている。 

・本当に力が付いているか自己点検し、良くない方法は変えている。 

・様々な工夫を続けて、わかる!!できる!!と言えるまで改善している。 

 講話は、学力は社会に羽ばたく翼であり、丈夫で立派な翼を義務教育で作って欲しいと

いう話をし、先生たちといっしょに頑張っていこうということを伝えて終わりました。 

 講話後に教室で「主体的に学習に取り組む態度」の自己評価(A=十分 B=マアマア C=マダマダ)をしまし

た。各教科の自己評価の割合を紹介します。１、２年生を合わせた割合となっています。 

わかったか、できたかどうかが、はっきりと自分で捉えやすい教科で、低い自己評価が

多いようです。できたという手ごたえが薄い教科もあるようです。みなさんに「確かな学

力」が身につき、自信をもって自己評価を上げることができるように、先生たちと一緒に

頑張っていきましょう。そして、この主体性(自分で課題を見つけ、解決していく力)こそ、

予測できない未来を生き抜くための「自信と誇り」の土台になるものだと捉えています。 

評価/教科名 国語 社会 数学 理科 音楽 美術 保体 技家 英語 
A 12％ 38％ 19％ 31％ 40％ 45％ 50％ 38％ 28％ 
B 71％ 50％ 43％ 57％ 55％ 53％ 40％ 60％ 48％ 
C 17％ 12％ 38％ 12％ 5％ 2％ 10％ 2％ 24％ 
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二学期終業式より(12/23)～二学期の頑張り・振り返り～ 
１年生代表  
二学期に頑張ったことは三つあります。一つ目は体育祭です。応援、競技の練習は本

気を出して取り組みました。応援練習では、リーダーとして、大きな声で指示を出して
練習をしました。みんなに短い期間でふりつけや言葉を覚えてもらうために、応援団全
員で協力して簡単に伝えました。最初は声も小さく、ダンスも全然できなかったけど、
どんどん上達し、練習した成果が出て達成感がありました。競技練習では、箱を落とさ
ない持ち方、どうしたら旗を取れるか、タイヤをどこに集めるか等をみんなで考えて練
習ができました。本番は、全部の競技に本気で取り組めたし、応援合戦も声やダンスが
完璧で、印象に残る体育祭でした。二つ目は部活動です。私は卓球部で、毎日練習を頑
張っています。二学期は、新人戦、練習試合など卓球をする時間がたくさんありまし
た。初の新人戦では、二回戦で負けたけど、一回戦は二年生に勝ちうれしかったです。試合中は緊張して
不安でしたが、仲間の応援でいつも通りのプレーができました。サーブを何回転でどこに出すか、考えて
行動できたし、教わったことを試合で使うことができて楽しかったです。練習試合でも、どこが良くてど
こが悪かったのかを判断して改善し、生かすことができました。三つ目は提出物です。期末テストの後、
一年生全体の結果を学年の先生たちが緊急事態だと伝えてくれて、提出物を出し勉強しないとだめだと思
い、ワークの提出や自学への取り組みを頑張りました。三学期は、身に付けた全体をまとめ、考えて行動
する力を意識して生活し、提出物を出すことと、授業と休み時間のけじめをつけていきたいです。 

２年生代表  
僕が、二学期に頑張ったことは三つあります。一つ目は部活動です。二学期は大会が

いくつかありました。できるだけ上位に行くために、自分の苦手なナックルサーブが来
た時の展開を、部活動や夜練で克服できるように頑張ってきました。新人戦では負けて
しまったけれど、カデットでは県大会に行くことができました。大ケヤキ杯ではトロフ
ィーをもらうことができました。しかし、選手権大会では怪我をしてしまい、勝つこと
ができませんでした。三学期には怪我をしないように気をつけます。二つ目は勉強で
す。一学期の期末テストでは目標点数に届きませんでした。だから二学期はワークで復
習したり、分からないところを先生や友達に聞いたりして、特に英語と数学の勉強を頑
張りました。そのおかげで、中間テストと期末テストの両方で目標点数を取ることができました。三つ目
は実行委員です。僕は今まで実行委員などをしたことがなかったけれどやってみようと思って、文化祭実
行委員になりました。いざやってみると、期間が短い中で仕事をこなさなければならず大変でした。だけ
ど、みんなが楽しみにしている文化祭を成功させたいという思いで、家でも作業を進めました。その結
果、先生方から掲示物を褒めてもらい、やってよかったと思いました。僕は今、立志式の実行委員をして
います。文化祭の時のように、みんなと協力して成功させたいです。 

３年生代表  
私が二学期頑張ったことは二つあります。一つ目は、体育祭の係の活動です。私は実

行委員となり、広報の係をしました。同じ係の一、二年生と一緒に体育祭のポスターを
作成して校内に貼ったり、実行委員長のサポートをしたりしました。実行委員会には初
めて入ったので心配でしたが、みんなで協力して活動できたので良かったです。そし
て、準備の活動や当日の競技を通して学年関係なく仲良くなれたのが良かったです。当
日も楽しんで思い出に残る体育祭になりました。二つ目は勉強です。特に苦手な数学を
頑張りました。授業ではわからない問題があったら先生や友達に聞き、教えてもらうよ
うにして、わからないところをなくすようにしました。期末テストでは、一学期の点数
より上げることができたので良かったです。最近は放課後に残って友達と学校で勉強したり、家ではワー
クを解いたり、実力テストの問題にもう一度解き直して自分が苦手な所をしっかりと確認してから復習す
るようにしました。数学以外にも得意な教科の点数をもっと伸ばせるように復習を頑張りました。二学期
の体育祭などの行事で頑張った時と同じくらいこれからも受験に向けて勉強をもっと頑張りたいです。 

 
 

 
 

 

 

～２月の主な行事日程～   ※3月 14日（金）に令和６年度卒業証書授与式を挙行いたします。よろしくお願いいたします。 

日(曜) 主 な 予 定 日(曜) 主 な 予 定 

4(火) 避難訓練(地震) 19(水) 学校評議員会  
5(水) けやき交流会・専門委員会・常任委員会 20(木) ＰＴＡ常任評議委員会  
6(木) パワーアップ期間～12日  24(月) 振替休日 天皇誕生日(23日) 
11(火) 建国記念の日(祝日) 26(水) 職員会議  
12(水) ３学期期末テスト 27(木) 市ＰＴＡ連合会評議委員会 
17(月) ＥＰデー    

 

令和６年度 学校保健委員会を開催 
12月 11日(水)、学校医の安達 和仁 様、学校歯科医の海老名 宥充 様、Ｐ

ＴＡ保健厚生部の皆様に来校して頂き、学校保健委員会を開催いたしました。

安達様からは、熱中症の危険と対策について、海老名様からは、虫歯予防・歯

周病予防について御指導頂きました。本校生徒の体力面の現状や健康な生活に

ついて考える時間となりました。お忙しい中ありがとうございました。 

ＳＣの區藤先生から３年生に講話して頂きました 

受験への向き合い方等 


